
第２回 ふくしま復興まちづくりシンポジウム
多様な 連携 を活かしてつくる 町外コミュニティ の可能性

まちづくりNPO新町なみえ、一般社団法人ふくしま連携復興センター
二本松・浪江連携復興支援センター、NPOまちづくり二本松、早稲田大学佐藤滋研究室、
早稲田大学都市・地域研究所
科学技術振興機構 (JST-RISTEX)

2014 年 2月 16日 (日 ) 10:00～16:00 (9:30 開場）

二本松福祉センター ３階会議室 
　　　　　　　  福島県二本松市亀谷１-５-１ ※地図は裏面記載
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避難先の地域によっては、復興公営住宅の建設や入居募集がすすんでいく中、町外コミュニティ

の整備が喫緊の課題となっています。   本シンンポジウムでは、「多様な連携を活かした町外コ

ミュニティ」をテーマに、そこでの住まい・福祉・商業の方向性について、考える機会を創出

いたします。

福島県の各エリアを対象に、避難元及び、受け入れ地域の市民、行政職員、各支援者団体、企

業の皆様を含め、第一線で活動されている方々をお招きし、これからの関係づくりや協働のあ

り方について、自由に語り合う場となります。是非ご参加ください。 

「NPO法人まちづくりNPO新町なみえ」と「一般社団法人ふくしま連携復興センター」が主催し、

2014 年 2月 16日 ( 日 ) に『第２回ふくしま復興まちづくりシンポジウム 』を開催いたします。

※裏面にイベント詳細記載

申込先　　　 一般社団法人ふくしま連携復興センター　(連絡担当者：遠山賢一郎）

                                    ( 平日 9:00～17:00 対応可 )  Fax：024-573-2733
E-mail：fukushimarenpuku@gmail.com、事務局住所 : 福島県福島市太田町 17-8 アーバン横山 I  1 階
WEB:http://f-renpuku.org/（検索は「ふくしま」「連携」で）、Facebook:http://www.facebook.com/f.renpuku

Tel：024-573-2732

携帯電話：090-9105-8612



　福島県内では、避難先での本格
的な町外コミュニティの整備が喫
緊の課題となっています。多様化
する長期避難に対応した福祉・医
療や生活ケア等のサービス供給は
十分ではなく、避難を受け入れて
いる自治体の福祉体制を圧迫して
います。復興住宅の建設は遅れ、
やむなく自立再建する方も増え、
コミュニティのさらなる離散が進
んでいます。
　一方で、避難者を受け入れてい
る自治体や市民、各種団体との連
携を通じて、地域の文化的な活動
を盛上げる動きや、複数の避難市
町村を対象とした生活復興拠点の
運営などが始まっています。また、

第１部 基調講演と事例紹介 10:00 ～12:00
　基調講演 佐藤滋（早稲田大学教授 ）
　福島県各地域の先進連携事例紹介
　※小澤是寛さん（浪江町仮設住宅自治会長）、須田弘子さん（NPO法人まごころサービス福島センター 理事長）、松原茂さん （株式会社マツバヤ 代表）　予定
　※コーディネーター : 丹波史紀 (ふくしま連携復興センター代表理事 )
　　　　　　　　　　　昼食休憩
第２部 分科会 13:00 ～14:30
　分科会１：復興公営住宅建設における自治体間の連携と周辺住民との関係
　分科会２：自治体を超えた福祉ケアのありかた
　分科会３：町外コミュニティにおける産業の方向性
第３部 全体の意見共有と総括 15:00 ～16:00
　各分科会のまとめ発表　
　全体の総括　丹波史紀 (ふくしま連携復興センター代表理事 )
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イベント主旨

プログラム（予定）

避難している住民のまちづくりへ
の参画が行政間の協定を促し、復
興公営住宅の建設に結びついた事
例もあります。これらのモデル的
な連携の取り組みは、広域避難者
の暮らしの復興を考えるにあた
り、同じ課題を抱える自治体や市
民にとっても大きな価値をもって
います。
　我々の考える「町外コミュニ
ティ」とは、避難を受け入れてい
る自治体の市民にとっても将来必
須となる、高齢者や子どもたちが
安心して生活できる空間と、暮ら
しを支える医療や福祉、生業のし
くみがあり、様々な人々の交流が
新たな文化を生むまちです。結果

として、避難元・先を問わず両者
にとっての「大きな財産」となり
うる取組みです。
　本シンポジウムでは、被災後の
暮らしを支える中で生まれた様々
な連携の動きに注目し、多様な主
体が協働してつくる「町外コミュ
ニティ」について考えます。ふる
さとに戻る、戻らないに関わらず、
ふるさとと全く同じものではない
けれど、新たな暮らしの中で共に
新しい文化を創る、おだがいさま
の町外コミュニティとはどんなも
のか、自由に語り合う場となりま
す。シンポジウムの成果は、提言
集としてまとめられ、広く地域で
共有されます。

二本松福祉センター ３階会議室 
住所：福島県二本松市亀谷１-５-１
最寄駅：JR二本松駅 (徒歩 15分 ) 
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駐車場のご案内

話題の浪江やきそば おふるまい！

※数には限りがあります。

ご了承ください。   

おいしいよ！


